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◇１次的支援の拡大→誰もがオプション(代替え方法)を使えるようにする

・学校内や地域の専門家や研究機関に相談し、
指導や支援の方法についての助言を授業にいかすこと

・チーム学校で、社会総かがりで、誰もが学べるような指導支援を考える

子供への理解を広げ、深める
子供への理解の幅を広げ、抱えている背景も含め、深く実態を把握すること



◇１次的支援の拡大→誰もがオプション(代替え方法)を使えるようにする

・学校内や地域の専門家や研究機関に相談し、
指導や支援の方法についての助言を授業にいかすこと

・チーム学校で、社会総かがりで、誰もが学べるような指導支援を考える

基礎的環境整備をして
合理的配慮をしなくても
誰もが学べる環境をつくる

子供への理解を広げ、深める
子供への理解の幅を広げ、抱えている背景も含め、深く実態を把握すること



出典：学びのユニバーサルデザイン(UDL) ガイドライン全文 Version 2.2 https://udlguidelines.cast.org/static/udlg_graphicorganizer_v2-2_japanese-rev.pdf
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どこへ行けばよいのか分からない
創作ダンスの授業を行っているとき、どこへ移動してよいかが分からない生徒

ボールがキャッチできない
ある学校のバスケットボールの研究授業を参観した時の事
グループでパスキャッチの練習をしている場面で、ある生徒がパスはうまくでき
ているが、キャッチミスが多くボールを落としてしまう

タイミングを合わせられない
ある学校の大縄練習を見ていた時、いつも同じ生徒が縄に引っかかってしまう

出典：前島光 (2025)「できない」の中にある可能性を見付ける力、女子体育2025冬、公益社団法人日本女子体育連盟、p.48-p.51

子供のつまずき



創作ダンスで動く場所がわからなくなってしまった生徒→空間認知の弱さ

バスケットボールでキャッチがうまくできない生徒→眼球運動の課題
大縄跳びをうまく跳べない生徒→不器用(物の動きに合わせる力の弱さ)

・子供のつまずきの背景を正しく理解していれば、つらい思いをさせる
ことはなかったのではないか

・体育、保健体育の時間が子供たちにとって苦しい時間になってしまっ
ていたのではないか

・指導者の理解不足は、可能性を見付けるのではなく、子供を傷つけて
しまっていたのではないか

子供のつまずきの背景を理解する



・2007年 4月1日 特別支援教育が本格的に実施

特別支援教育の理念
特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組

を支援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その
持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要
な支援を行うものである。

また、特別支援教育は、これまでの特殊教育の対象の障害だけでなく、
知的の遅れのない 発達障害も含めて特別な支援を必要としている幼児児童生徒が
在籍する全ての学校において実施されるものである。

さらに、特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒にとどまらず、障害の有無や
その他の個々の違いを認識しつつ様々な人々が生き生きと活躍できる共生社会
の形成の基礎となるものであり、我が国の現在及び将来の社会にとって重要な意味を
持っている。

2007年4月1日付「特別支援教育の推進について(通知)」文部科学省初等中等教育局長

前段

中段

下段



学習面の困難
学習障害：LDに該当する可能性がある

4.5％⇒4.5％ ⇒6.5 ％

注意欠陥(欠如)/多動性障害：
（ADHDに該当する可能性がある）

2.5％⇒3.1％ ⇒4.0％ 

自閉症スペクトラム(ASD) 
に該当する可能性がある

0.8％⇒1.1％⇒1.7％

行動面の困難
2.9%⇒3.6%⇒4.7%

学習面か行動面の困難
6.3％ ⇒ 6.5％  ⇒ 8.8％
(2002年)  (2012年)    (2022年)

8

出典：「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査」 (mext.go.jp).2022.文部科学省

学習面、行動面に著しい困難があると
担任が回答した割合

https://www.mext.go.jp/content/20230524-mext-tokubetu01-000026255_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230524-mext-tokubetu01-000026255_01.pdf
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出典：「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査」 (mext.go.jp).2022.文部科学省

A「学習面で著しい困難を示す」
B「不注意」又は「多動性・衝動性」
C「対人関係やこだわり」

学習面又は、行動面
どちらかに困難

https://www.mext.go.jp/content/20230524-mext-tokubetu01-000026255_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230524-mext-tokubetu01-000026255_01.pdf
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DCD 支援マニュアル第1章:はじめに・マニュアルの概要 より 

発達障害の一つのタイプである発達性協調運動症(DCD)は､まだ保育現
場､教育現場でも､十分認識されておらず､支援も充実していないようで
す｡DCD は協調運動の問題だけでなく､自己効力感の低さ､他児との交流
の低さ､不安､抑うつの問題などが起こりやすく､看過できません｡子ども
を取り巻く人の正しい理解と支援が不可欠です｡

出典：DCD 支援マニュアル令和4年度障害者総合福祉推進事業 ｢協調運動の障害の早期の発見と適切な支援の普及のための調査｣ 、厚生労働省
https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/001122260.pdf
松原豊(2023)：体育・スポーツの指導者に伝えたいDCDのある子どもの支援、チャイドルヘルス、26(5).37-39

DCDの子供が運動が嫌いになる要因(松原.2023)

①痛いから、怖いから②かっこ悪い姿を皆にみられるから③試合負ける
とバカされたり責められたりするから④練習をあまりせずに試合や記録
測定などすぐに本番に入るから⑤運動が苦手な人向けの練習方法を教え
てもらえないから

https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/001122260.pdf


出典：特別支援教育の充実について 令和７年６月５日 全国特別支援学級・通級指導教室設置学校長協会第１回全国理事研究・研修協議会
文部科学省初等中等教育局特別支援教育課長 https://zentokukyo.jp/wps/wp-content/uploads/2025/10/r7_kyoiku_doko.pdf

令和5年度通級による指導実施状況調査結果0730 令和7年7月7 文部科学省初等中等教育局特別支援教育課

特別支援学校等の児童生徒の増加の状況(H26→R6)
○ 直近１０年間で義務教育段階の児童生徒数は１割減少する一方で、特別支援教育を受ける児童生徒数は倍増。

○ 特に、特別支援学級の在籍者数（２．１倍）、通級による指導の利用者数（２．４倍）の増加が顕著。

視覚障害 聴覚障害 知的障害
肢体不自由 病弱・身体虚弱

特 別 支 援 学 校

義務教育段階の全児童生徒数

知的障害 肢体不自由
身体虚弱 弱視 難聴
言語障害 自閉症・情緒障害

小 学 校 ・ 中 学 校

通常の学級（通級による指導）(注)

言語障害 自閉症 情緒障害 弱視 難聴
学習障害 注意欠陥多動性障害
肢体不自由 病弱・身体虚弱

６.９万人
０.７％

１８.７万人
１.８％

８.４万人
０.８％

１,０１９万人
９２７万人

８.７万人
０.９％

３９.５万人
４.３％

２０.１万人
２.１％

３４.０万人
３.３％

６８.０万人
７.３％

特別支援教育を受ける児童生徒数

特別支援学級

（平成26年度） （令和6年度）

（注）通級による指導を受ける児童生徒数（20.1万人）は、最新の調査結果である令和5年度通年（国公私立）の値を用いている。
なお、平成26年度の通級による指導を受けている児童生徒数（8.4万人）は、5月1日時点（公立のみ）の値。

※矢印内の数値は、令和6年度（通級による指導については令和5年度）の児童生徒数を平成26年度の児童生徒数で除し、小数第１位未満を四捨五入したもの。

https://www.mext.go.jp/content/20250715-mxt_tokubetu01-000037861_02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250715-mxt_tokubetu01-000037861_02.pdf
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（出展）令和5年度通級による指導実施状況調査結果0730 令和7年7月7 文部科学省初等中等教育局特別支援教育課
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通級による指導を受けている児童生徒が在籍する学校数 【小学校：都道府県別（公立）】

（校）

〇公立の小学校において、通級による指導を受けている児童生徒が在籍する学校数は全国で14,620校

※都道府県の数値には政令指定都市の数値を含んでいない。
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通級による指導を受けている児童生徒が在籍する学校数 【中学校：都道府県別（公立）】

（校）

※都道府県の数値には政令指定都市の数値を含んでいない。

〇公立の中学校において、通級による指導を受けている児童生徒が在籍する学校数は全国で4,741校

506
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（出展）令和5年度通級による指導実施状況調査結果0730 令和7年7月7 文部科学省初等中等教育局特別支援教育課

通級による指導の概要

○ 通常の学級に在籍し、通常の学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指導を必要とする児童生徒に対して、障害に応じた
特別の指導を行う指導形態。（平成５年度から小中学校で制度化、平成３０年に高等学校に拡大）

・実施形態：自校通級、他校通級、巡回指導

・対象障害種：言語障害、自閉症、情緒障害、弱視、難聴、学習障害（ＬＤ）、注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）、肢体不自由、病弱・身体虚弱

障害による困難さの改善・克服に係る指導内容の一例

◆教職員定数の改善
・公立小・中学校における基礎定数化（H29年度からの10年間で児童生徒13人に教員1人）
・公立小・中学校における自校通級、巡回指導を促進するための加配定数措置
・公立高等学校における加配定数措置（R７年度：348人分の経費を地方財政措置）

◆研修や指導の充実
・(独) 国立特別支援教育総合研究所における指導的立場の教員を対象とした研修等
・発達障害に関する通級の研修体制や指導法に関する調査研究事業
（R2年度:高等学校における発達障害に関する通級による指導の研究事業）
・「改訂第3版 障害に応じた通級による指導の手引き 解説とQ&A」 を作成
・「初めて通級による指導を担当する教師のためのガイド」 を作成

文部科学省の取組

筆記の困難さ読みの困難さ発音の困難さ

ICT端末を活用したキーボード
入力やフリック入力など、自分に
合った学び方ができるように指導

カード等を用いて、文字や単語、
文を流暢に読めるように指導

口や舌の体操等を通して自分
の発音を意識して明瞭に話せる
ように指導

目標（自立活動の指導）

◆ 個々の幼児児童生徒が自立を目指し，障害による学習上又は生活上の
困難を主体的に改善・克服するために必要な知識，技能，態度及び習慣
を養い，もって心身の調和的発達の基盤を培う。

通級指導教室通常の学級

Ｂ学校

自校通級

Ａ学校

教員
個別
指導

通常の学級

Ｃ学校

通級指導教室

他校通級

教員

巡回指導

通常の学級

通級

●通級による指導の実施形態

計 203,376

（出所）令和５年度通級による指導実施状況調査

言語障害

ADHD

自閉症

LD

情緒障害

難聴

弱視

肢体不自由

病弱・身体虚弱

47,069 23.1％

44,107 21.7％

41,171 20.2％

40,396 19.9％

28,274 13.9％

1,805 0.89％

257 0.13％

149 0.07％

148 0.07％

（人）●通級を受けている児童生徒数

https://www.mext.go.jp/content/20250715-mxt_tokubetu01-000037861_02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250715-mxt_tokubetu01-000037861_02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250715-mxt_tokubetu01-000037861_02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250715-mxt_tokubetu01-000037861_02.pdf


出典：教育課程企画特別部会 論点整理  P.94-95

https://www.mext.go.jp/content/20250925-mxt_kyoiku02-000045057_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250925-mxt_kyoiku02-000045057_01.pdf


出典：特別支援教育の充実について 令和７年６月５日 全国特別支援学級・通級指導教室設置学校長協会第１回全国理事研究・研修協議会
文部科学省初等中等教育局特別支援教育課長 https://zentokukyo.jp/wps/wp-content/uploads/2025/10/r7_kyoiku_doko.pdf



出典：義務教育に関する意識に係る調査 概要・集計結果（令和6年3月5日差し替え) 文部科学省

https://www.mext.go.jp/content/20231227-mtx_syoto02-000033379_05.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20231227-mtx_syoto02-000033379_05.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20231227-mtx_syoto02-000033379_05.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20231227-mtx_syoto02-000033379_05.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20231227-mtx_syoto02-000033379_05.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20231227-mtx_syoto02-000033379_05.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20231227-mtx_syoto02-000033379_05.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20231227-mtx_syoto02-000033379_05.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20231227-mtx_syoto02-000033379_05.pdf


出典：教育課程企画特別部会 論点整理 P.28

https://www.mext.go.jp/content/20250925-mxt_kyoiku02-000045057_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250925-mxt_kyoiku02-000045057_01.pdf


• 学習面又は行動面で著しい困難を示す子供10.4％

• 不登校の子供 2.1％ 

• 不登校傾向の子供 11.8％ 

• 経済的に困難を抱える子供（家にある本が少ない 35.6％） 

• 海外にルーツをもつ子供（家で日本語をあまり話さない 2.9％）

• 特定分野に特異な才能をもつ子供 2.3％
(諮問参考資料 P46 https://www.mext.go.jp/content/20250130-mext_kyoiku01-000040050_06.pdf )

• これらの子供たちへの対応は急務。しかし、多様性はこれらの

子供たちだけの問題ではない

• 特に問題がない、何とかやれている子供たちにも、多様性は存在している

子供たちの多様性の量的・質的拡大

出典：多様な個性や特性を有する子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方について 教育課程企画特別部会資料1-6（奈須委員提出資料）
  https://www.mext.go.jp/content/20250328-mext_kyoiku01-000041358_07.pdf



出典：教育課程企画特別部会 論点整理  P.91

https://www.mext.go.jp/content/20250925-mxt_kyoiku02-000045057_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250925-mxt_kyoiku02-000045057_01.pdf


出典：教育課程企画特別部会 論点整理 p.92

https://www.mext.go.jp/content/20250925-mxt_kyoiku02-000045057_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250925-mxt_kyoiku02-000045057_01.pdf


出典：特別支援教育の充実について 令和７年６月５日 全国特別支援学級・通級指導教室設置学校長協会第１回全国理事研究・研修協議会  p.33
文部科学省初等中等教育局特別支援教育課長 https://zentokukyo.jp/wps/wp-content/uploads/2025/10/r7_kyoiku_doko.pdf
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中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会

体育・保健体育、健康、安全ワーキンググループ（第５回）

神奈川県横須賀市

事例紹介

横須賀市教育委員会
学校教育部保健体育課 指導主事

 福地 真一



１

・人口 約366,000人

・小学校 44校

・中学校 23校
・特別支援学校 ２校
・高等学校 1校

神奈川県横須賀市 事例紹介
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横須賀市中学校保健体育研究会

教育課程研究部

体力つくり研究部

教材研究部

調査研究部

保健研究部

授業改善

・個別最適/協働的な学び

・ICT活用

・指導と評価の一体化

・合理的配慮

カリキュラム・マネジメント

・年間指導計画の改善

・教科横断的指導の充実

・小中一貫教育の推進

・地域資源の活用

体力向上・健康教育

・体力等調査結果の活用

・家庭への啓発・連携

・運動機会の確保・充実

・ACP、SRTの導入

安全指導・危機管理

・活動量・運動強度の適正化

・事故防止

・熱中症対策

・身体、心の健康管理

行事運営部
・陸上記録大会
・ボール運動大会
・表現運動・ダンス発表会

授業部

研究部
・体力つくり
・教科書
・会報

横須賀市小学校体育研究会

神奈川県横須賀市 事例紹介



３

神奈川県横須賀市 事例紹介



４

神奈川県横須賀市 事例紹介



神奈川県横須賀市 事例紹介
５

筑波大学体育系アダプテッド体育・スポーツ学研究室

「アダプテッドって何？」



６

筑波大学体育系アダプテッド体育・スポーツ学研究室

「アダプテッドって何？」

神奈川県横須賀市 事例紹介

大切な視点



７

神奈川県横須賀市 事例紹介

１次的支援の拡大

【事例２】 中学校第１学年 マット運動

【事例１】 小学校第４学年 高跳び

２次的支援の強化



８

課題に応じた場の設定

【事例１】小学校第４学年 高跳び



９

ウェブサイト上の「遅延機能カメラ」で自分の動きを確認

【事例１】小学校第４学年 高跳び
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自分の動きを即時にフィードバック

【事例１】小学校第４学年 高跳び
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【事例２】中学校第１学年 マット運動

「順番」ではなく「選択」できる場づくり
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視覚的な支援 ・ 手順の構造化

【事例２】中学校第１学年 マット運動



13

身体軸が安定し、軌道が整いやすい

【事例２】中学校第１学年 マット運動



14

ロンダートに必要な伸びとひねりが生まれやすい

【事例２】中学校第１学年 マット運動
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神奈川県横須賀市 事例紹介

１次的支援（対全体）

・子どもにとって、安心・安全な環境か

・子どもにとって、選択肢が多い環境か

・子どもにとって、自分のペースで取り組める環境か



16

神奈川県横須賀市 事例紹介

・個の特性・ニーズに対応しているか

・個別のサポートが保障されているか

・“成功体験”や“達成感”につながっているか

２次的支援（対個人）

→アダプテッドの正しい解釈も重要

※アダプテッド ＝ 対個人

＝ 対全体
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